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今
年
で
34
回
目
と
な
る
飛
騨
小
坂
の
夏
の
風
物
詩

「
飛
騨
小
坂
力
持
小
太
郎
火
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
商
工
会
館
前
で
の
巌
立
太
鼓

に
始
ま
り
、
地
元
小
中
学
生
ら
に
よ
る
ダ
ン
ス
の
披
露

が
あ
り
ま
し
た
。

　

夕
方
に
な
る
と
、
幻
想
的
な
ち
ょ
う
ち
ん
行
列
を
先

頭
に
、
サ
ラ
シ
に
パ
ッ
チ
姿
の
男
衆
に
担
が
れ
た
勇
壮

な
「
仁
王
や
ぐ
ら
」
２
基
の
お
練
り
と
、
子
ど
も
や
女

性
ら
に
よ
る
華
や
か
な
「
よ
さ
こ
い
お
さ
か
踊
り
」
な

ど
が
中
心
街
で
繰
り
広
げ
ら
れ
、
観
客
を
魅
了
し
ま
し

た
。
力
持
小
太
郎
火
ま
つ
り
は
、
若
者
小
太
郎
が
川
か

ら
仁
王
像
を
引
き
上
げ
て
怪
力
を
授
か
っ
た
と
い
う
伝

説
に
ち
な
ん
だ
も
の
。
小
坂
振
興
事
務
所
な
ど
で
は
、

縁
起
物
の
「
力
布
」
や
「
力
餅
」
が
お
祭
り
の
主
役
で

あ
る
「
八
は
っ
し
ん
し
ょ
う

神
将
」
に
よ
り
投
げ
ら
れ
、
見
物
客
ら
が
歓

声
を
上
げ
な
が
ら
奪
い
合
い
、
お
祭
り
は
最
高
潮
に
達

し
ま
し
た
。　

　

飛
騨
地
域
で
行
わ
れ
る
花
火
大
会
の
中
で
も
、
最
も

大
き
な“
尺
玉
”が
呼
び
物
の「
馬
瀬
川
花
火
大
会
」が
、

日
本
一
お
い
し
い
鮎
を
育
む
、
清
流
馬
瀬
川
を
舞
台
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
会
場
と
な
っ
た
清
流
ふ
れ
あ
い
会
館
で
は
、

二
村
正
美
実
行
委
員
長
と
野
村
市
長
が
来
場
者
と
と
も

に
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
。
下
呂
市
の
炬
火
「
清
流
と
温
泉

の
街 

下
呂
に
集
う
絆
の
火
」
を
点
火
し
て
、
山
々
に

響
き
わ
た
る
爆
音
と
と
も
に
「
炎
の
大
輪
」
が
打
ち
上

が
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
花
火
大
会
は
、
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
か

た
ど
っ
た
「
お
子
様
企
画
」
や
、「
花
火
シ
ア
タ
ー
」

な
ど
四
部
構
成
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
過
去
最
大
の
15

箇
所
同
時
打
ち
に
よ
る
大
迫
力
の
演
出
が
あ
り
、
県
内

外
か
ら
訪
れ
た
観
客
ら
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

７
月
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
た
「
イ
マ
ジ

ン
カ
ッ
プ
２
０
１
２
」（
米
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
主
催
）

に
、萩
原
町
出
身
の
内
木
穂
乃
香
さ
ん
ら
の
チ
ー
ム（
名

古
屋
市 

ト
ラ
イ
デ
ン
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
専
門
学
校
）

が
出
場
し
、
ゲ
ー
ム
デ
ザ
イ
ン
部
門
で
世
界
ベ
ス
ト
５

入
り
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
出
品
さ
れ
た
ゲ
ー

ム
は
、
妖
精
が
荒
れ
果
て
た
大
地
を
一
筆
書
き
の
要
領

で
歩
い
て
行
く
と
、
美
し
い
世
界
に
変
化
し
て
い
く
と

い
っ
た
パ
ズ
ル
ゲ
ー
ム
。
内
木
さ
ん
は
、
ゲ
ー
ム
に
登

場
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
絵
や
背
景
を
担
当
。

　

世
界
大
会
を
終
え
た
内
木
さ
ん
は
、「
世
界
の
学
生

と
競
い
合
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
貴
重
な
体
験
で

し
た
。
日
本
の
デ
ザ
イ
ン
が
世
界
で
認
め
ら
れ
、
う
れ

し
か
っ
た
。
今
回
の
経
験
を
生
か
し
、
私
の
絵
が
世
界

の
人
た
ち
に
見
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
活
動
し
て
い
き

た
い
。」
と
喜
び
の
声
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。世界大会ベスト５のチームブロッサム

写真左が内木穂乃香さん
（写真提供：学校法人河合塾学園トライデントコンピュータ専門学校）
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５
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濃
飛
横
断
自
動
車
道

下
呂
市
更
生
保
護
女
性
の
会

手
話
通
訳
者
の
情
報
交
換

さ
さ
ゆ
り
ト
ン
ネ
ル
開
通

映
画
上
映
で
被
災
地
支
援

第
22
回
県
内
手
話
通
訳
者
連
絡
会
議

　

７
月
24
日
、
郡

上
市
と
中
津
川
市

を
結
ぶ
濃
飛
横
断

自
動
車
道
の
金
山

―
下
呂
間
（
５
・
１

キ
ロ
）
が
開
通
と

な
り
、「
さ
さ
ゆ

り
ト
ン
ネ
ル
」
で

式
典
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ト
ン
ネ
ル

の
全
長
は
、
岐
阜

県
が
管
理
す
る
中

で
は
最
長
と
な
る

４
８
７
７
ｍ
に
も

及
び
、
東
海
北
陸

自
動
車
道
郡
上
八

幡
IC
か
ら
下
呂
温
泉
ま
で
の
所
要
時
間
が
20
分
短
縮
さ

れ
ま
し
た
。

　

開
通
式
典
で
古
田
知
事
は
、「
ぎ
ふ
清
流
国
体
ま
で

に
開
通
で
き
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
ト
ン
ネ

ル
が
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
し
、
皆
さ
ま
に
末
永
く
愛

さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
。
来
賓
の

皆
さ
ん
と
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
記
念
行
事
で
は
地
元
の
中
原
小
学
校
児
童
ら
と

ミ
ナ
モ
ダ
ン
シ
ン
グ
チ
ー
ム
が
ダ
ン
ス
を
披
露
、
来
場
者

み
ん
な
で
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。　
【
建
設
部
・
土
木
課
】

　

下
呂
市
更
生
保
護
女
性
の
会
（
会
長
・
下
村
和
子
さ

ん
）
主
催
に
よ
る
映
画
「
エ
ク
レ
ー
ル
お
菓
子
放
浪
記
」

が
、
８
月
23
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
、
市
内
３
会
場
で

計
６
回
上
映
さ
れ
、
約
１
０
０
０
名
も
の
来
場
者
が
感

動
の
映
画
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

映
画
の
内
容
は
、
戦
中
・
戦
後
を
通
し
て
天
涯
孤
独

な
身
と
し
て
必
死
で
生
き
抜
い
た
少
年
が
主
人
公
。
映

画
の
撮
影
は
震
災
前
の
宮
城
県
石
巻
市
で
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。

　

こ
の
映
画
に
出
演
し
た
エ
キ
ス
ト
ラ
や
、
映
画
制
作

を
支
え
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
中
に
は
、
震
災
に
よ
り
犠

牲
に
な
っ
た
方
も

い
る
と
の
こ
と
で

す
。　

　

今
回
の
上
映
は
、

被
災
地
の
皆
さ
ん

を
励
ま
そ
う
と
企

画
さ
れ
た
も
の
で
、

上
映
に
よ
る
収
益

金
の
一
部
と
会
場

で
集
ま
っ
た
募
金

が
東
日
本
大
震
災

復
興
支
援
の
義
援

金
と
し
て
送
ら
れ

れ
ま
し
た
。

【
総
務
部
・
総
務
課
】

　

８
月
29
日
、
星

雲
会
館
で
「
第
22

回
県
内
手
話
通
訳

者
連
絡
会
議
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、

市
役
所
内
に
手
話

通
訳
者
を
配
置
し

て
い
る
県
内
自
治

体
13
市
と
、
県
が

設
置
し
て
い
る
岐

阜
県
聴
覚
障
害
者

情
報
セ
ン
タ
ー
か

ら
手
話
通
訳
者
と

担
当
職
員
35
名
が

参
加
し
、
各
市
か

ら
出
さ
れ
た
議
題
に
つ
い
て
取
り
組
み
状
況
な
ど
の
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
手
話
通
訳
者
を
必
要
と
す
る
聴
覚
障
が

い
者
が
救
急
搬
送
さ
れ
た
場
合
の
対
応
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
市
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
障
が

い
者
の
安
心
安
全
の
た
め
、
行
政
と
し
て
の
役
割
が
ま

す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
福
祉
部
・
社
会
福
祉
課
】


